
『
開
山
不
退
上
人
本
山
江
被
召
出
候
問
答
之

一
件
記
』

の
史
料
的
性
格

に
つ
い
て

平

祐

史

一

は

じ

め

に

宝
暦
年
中
に
鳥
羽
法
伝
寺

(京
都
市
伏
見
区
下
鳥
羽
)
に
所
住
し
た
光
蓮
社
触
誉
不
退
円
説
と
い
う
僧
の
説
法
勧
化
が
原
因
と
な
っ
て
、

当
時

「伏
見
騒
動
」
と
呼
ば
れ
、
近
在

の
諸
民
の
耳
目
を
そ
ば
だ
て
る
宗
論
の
公
事
出
入
に
発
展
し
た
近
世
浄

土
宗
史
上
稀
な
る
事
件
の

記
録
が
、
法
伝
寺
に
現
存
し
て
い
る
。

こ
の
事
件
の
顛
末
に
つ
い
て
は
、
先

に
拙
稿

「宝
暦
年
中
鳥
羽
法
伝
寺
宗
義
出
入

一
件
に
つ
い
て
」

(
竹
田
聴
洲
博
士
還
暦
記
念

『
日

本
宗
教
の
歴
史
と
民
俗
』
所
収
)
に
お
い
て
若
干
の
紹
介
を
試
み
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
上
記
の
小

品
の
主
旨
は
、
事
件
の
経

過
や
内
容
に
視
点
を
お
い
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
伝
寺
所
蔵
の

一
件
記
録
の
も

つ
史
料
的
性
格
に

つ
い
て
は
、
詳
細
な
吟
味

を
ほ
ど
こ
す
余
裕
を
も
た
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
事
件
の
主
人
公
た
る
法
伝
寺
不
退
円
説
な
る
僧

に
つ
い
て
も
、
従
来
よ
り

木
魚
念
仏

の
創
始
者
、
ま
た
は
法
伝
寺
流
念
仏
の
提
唱
者
と
巷
伝
さ
れ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
浄
土
宗
史
に
お
い

て
は
、
全
く
取
り
あ
げ
ら
れ
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
適
切
な
史
的
評
価
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

『
開
山
不
退
上
人
本
山
江
被
召
出
候
問
答
之

一
件
記
』

の
史
料
的
性
格
に

つ
い
て

五
四

一
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さ
ら
に
公
刊
の
文
献
と
し
て
は
、
不
退
円
説

の
歿
後
、
約

一
世
紀
を
経
た
慶
応
三
年
に
編
ま
れ
た

『
続
日
本
高
僧
伝
』
巻
十
に

「
城
州

法
伝
寺
沙
門
円
説
伝
」
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
未
だ
良
質
の
根
本
史
料
の
紹
介
は
聞
か
な
い
。
こ
う
し
た
時
に
、
た
ま
た
ま

法
伝
寺
に
不
退
円
説
に
関
す
る

一
件
記
録
が
所
蔵
さ
れ
、
今
回
親
し
く
検
討
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
こ
の
記
録

の
も
つ
史
料
的
性
格
に
言
及
し
、
先
の
拙
論
を
補
足
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
浄
土
宗
史
の
近
世
史
研
究
の
史
料
の

一
部
に
供
し
た
い
と

ね
が
う
も
の
で
あ
る
。

二

本
書
の
形
状
と
所
伝
者

不
退
円
説
に
関
す
る

一
件
の
古
記
録
の
体
裁
は
、
美
濃
判
紙
袋
綴
三
冊
に
ま
と
め
ら
れ
、

表
紙
題
字
は
、

殆
ん
ど
磨
滅
し
て

判
読
す

る
こ
と
は
、

す
こ
ぶ
る
困
難
で
あ
る
が
、

三
冊
の
表
紙
を

交
互
に

比
較
検
討

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

か
ろ
う

じ
て

「開
山
不
退
上
人

　
カ
　

本
山
江
被
召
出
候
問
答
之

一
件
記
」
と
、
さ
ら
に
そ
の
左
側
に

「発
起
宗
金
寺
口
口
住

元
誉
貞
蘭

一」
の
墨
書
を
判
読
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
従

っ
て
、
前
掲
の
拙
稿
に
お
い
て
本
書
の
題
名
不
明
の
た
め
と

り
あ
え
ず
、

『
法
伝
寺
古
記
録
」
な
る
仮
題
を
与
え
て
お
い
た
が
、

こ
こ
に
改
め
て
、

『
開
山
不
退
上
人
本
山
江
被
召
出
候
問
答
之

一
件

記
」

(以
下
本
書
を

『
不
退
上
人
問
答

一
件
記
」
又
は

『問
答

一
件

記
』
と
略
称
す
る
。)
と
訂
正
し
名
付
け

て
お
き
た
い
。

そ
う
し
て
本
書
の
筆
者
は
、
表
紙
に
記
名
す
る
よ
う
に
宗
金
寺
の

僧
元
誉
貞
安
が
筆
録
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
理
由
は
そ
の

筆
跡

・
書
体
と
も
に
本
文
の
筆
跡
と
同
じ

で
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
う

か
が
わ
れ
る
。
元
誉
貞
安
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、



恐
ら
く
不
退
の
弟
子
か
、
若
し
く
は
不
退
の
法
縁
に
連
な
る
僧
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、
不
退
の
書
き
留
め
た
宗
義
安
心
問
題
に
関
す
る
出

入

一
件
記
を
元
誉
貞
安
が
浄
書
し
た
写
本
で
あ
る
か
、
ま
た
は
不
退
の
口
述
を
筆
記
し
た
も
の
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
が
想
像
で
き

る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
冊
の
小
口
書
に
は
、
各
冊
と
も

『開
山
上
人
記
』
と
記
さ
れ
、
各
冊
に
上

・
中

・
下

の
冊
序
が
示
さ
れ
て
い
る
。

丁
付
け
は
な
く
、
上
冊
は
四
九
丁
、
中
冊
四
五
丁
、
下
冊
三
二
丁
と
そ
れ
ぞ
れ
綴
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
表
題
に
云
う
「
開
山
不
退
上
人
本
山
江
被
召
出
候
問
答
之

一
件
記
」、
ま
た
は
小
口
書
の

「開
山
上
人
記
」
の

「開
山
上
人
]
と

は
、
直
ち
に
本
書
を
所
蔵
す
る
法
伝
寺

の
開
山
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
本
書
の
上
冊

の
序
に
、

仏
光
山
宗
金
輪
寺
往
昔
行
基
大
士
浪
花
長
良
橋
新
建
之
時
休
息
之
地
、
而
自
造
願
王
尊
像
十

一
面
大
悲
之
尊
容
為
本
尊
而
謄
仰
、
聖

,

(
マ

マ
)

武
天
皇
之
勅
願
所
也
、
時
至
宝
暦
度
大
破
而
不
退
師
住
城
茘
鳥
羽
法
皇
山
宝
伝
寺
、
浄
土

一
宗
創
用
木
魚
策
励
誦
経
念
仏
、
而
世
人

不
レ知
三是
原
二聖
奨
哨還
詰
為
異
風
惑
世
、
而
以
奏
惣
本
山
、
而
退
師
不
レ屈
、

敏
達
公
訟
而
転
進
不
屈
、

還
請
讒
者
対
決
而
公
役
無

(
マ

マ
)

慙
攻
、
公
役
理
解
不
レ
諾
追
放
城
錫
、
而
退
師
感
二歎
濁
世
「
終
至
二此
廃
跡
「

大
愁
常
行
頭
陀
常
説
説
三
ケ
年
、

当
所
帰
従
京
音
羽

御
所
黄
金
五
十
両

口
輔
再
建
之
基
、
鱒
杜
黥
齟
朝
鮓
舶
溶
鮒
配
湘
鬮
鰤
粫
箙
擁
桎
躙
鰤

永
命
同
御
所
二
世
回
願
所
、
贈
二
紫
服
紫
紋
幕
等
「
其
昌
復
レ

古
無
二浪
花
比
レ是
者

「
終
退
師
感
二瑞
于
此
一逐
無
始
本
懐
之
勝
跡
也
、雅
酷
砿

(
マ

マ
)

然
不
幸
至
天
保
度
類
焼
荒
蕪
、
予
不
レ忍
レ見
レ是
、
準
退
師
行
跡
常
行
分
衛
三
年
、
常
説
法
百
万
果
号
満
二万
座
「
聞
二
四
方
戦
死
一万

部
小
経
十
万
経
不
残
供
養
塔
、
至
大
政

一
新
布
告
改
二寺
跡
一幸
甚
々
々
、当
今
都
鄙
僧
無
二本
末
之
簡
ハ
俗
無
二貴
賤
之
差
「
無
信
用
、

此
器
策
二励
信
機

一全
不
レ在
二
退
師
之
苦
悩
「
其
功
満
二
四
海
上
下
(
已
向
二
百
年
於
聞
正
法
天
運
人
カ
所
以
不
及
制
レ之
、

感
咀
湿

袖
今
此
天
命
雀
躍
、
奏
此
古
跡
復
開
基
勅
願
所
拜
音
羽
御
所
由
緒
且
聞
木
魚
本
山
之
称

一
奏
達
、
爾
来
為
報
退
師
中
興
之
功
表
、
木

魚
本
山
之
称
無
人
不
感
焉

明
治
四
年
九
月

浪
花
北
野
宗
金
寺

説

誉

隆

音

(
花
押
)

『開
山
不
退
上
人
本
山
江
被
召
出
候
問
答
之

一
件
記
』
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
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と
記
す
よ
う
に
、
宝
暦
三
年

に
法
伝
寺
不
退
円
説
が
従

来
浄
土
宗
で
用
い
な
か

っ
た
木
魚
を
も

っ
て
、
念
仏
を

す
す
め
た
こ
と
に
よ
り
、
異
風
惑
世
の
讒
を
う
け
、
山
城

法
伝
寺
よ
り
追
放
さ
れ
、
当
時
、行
基
の
旧
蹟
で
、
し
か

も
荒
廃
に
ま
か
せ
て
い
た
大
坂
北
野
宗
金
寺

に
留
錫
し
、

こ
れ
を
復
興
し
た
と
云
う
の
で
あ

っ
て
、
本
書

の
表
紙

や
小
口
書
な
ど
に
不
退
円
説
を
開
山
上
人
と
呼
ぶ
の
は
、

鳥
羽
法
伝
寺
の
開
山
と
云
う
意
味
で
は
な
く
、
大
坂
北

野
宗
金
寺
の
開
山
を
指
す
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
宗
金
寺

に
つ
い
て
、

『不
退
上
人
問
答

一
件
記
』

上
冊
に
所
収
す
る
本
山
決
談
所

に
お
け
る
六
役
の
尋
問

箇
条
に
、

一

大
坂
宗
金
寺

ハ
法
伝
寺
勧
化
所

二
取
立
候
而
散
物
施
入
等
此
入
用

二
被
致
候
と
申
候

ハ
い
か
に

と
云
う
尋
問
に
対
し
て
、
不
退
は
、

即
答
、
宗
金
寺

ハ
法
伝
寺
抱
寺

二
而
者
無
之
、
則
三
番
村
ず
移
し
候
寺

二
而
、
起
立
河
内
屋
伊
兵
衛

・
河
内
屋
加
左

工
門
と
申
両
人

二
而
候
、
看
坊
住
持
者
天
満
屋
敷
山
本
長
右

工
門
縁
者
則
拙
僧
弟
子

二
而
候

と
答
え
て
い
る
よ
う
に
、
金
宗
寺
は
法
伝
寺
の
末
寺
で
は
な
く
、
不
退
の
弟
子
が
住
持
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
不
退
の
提
唱
す
る
念
仏
の

勧
化
所
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
弟
子
や
信
者
に
請
わ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
勧
請
開
山
的
役
割
を
不
退
が
も

っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。



な
お
、
右
の
序
文
は
、
明
治
四
年
九
月
に
宗
金
寺
の
僧
説
誉
隆
音
が
、
城
州
西
岡
菱
川
西
向
寺
に
復
住
し
た
時
に
識
る
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
本
文
の
筆
者
で
は
な
く
、
筆
跡
も
全
く
異
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、

こ
の
書
の
上
冊
の
裏
表
紙
に

『宗
金
寺
什
物

上

中
下
三
巻
の
内
L
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
の
が
判
読
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
本
書
は
本
来
大
坂
宗
金
寺
に
所
伝

さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
が
鳥
羽
法
伝
寺
の
所
蔵
に
至

っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
中

・
下
巻
両
冊
の
表
紙
の
見
返
し
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、

感
王
政

一
新
之
時
勢
此
三
冊
奉
納
竟

-

宗
金
寺
説
誉
隆
音

法
伝
寺

尊
公

と
記
さ
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
説
誉
隆
音
が
序
文
を
識
る
し
た
明
治
四
年
九
月
に
、
か
つ
て
不
退
円
説
の
住
し
た
法
伝
寺
に
、
こ
の
書
三
冊

を
寄
贈
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
以
降
法
伝
寺

に
本
書
が
所
伝
さ
れ
る
に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
。

三

本

書

の

内

容

『
不
退
上
人
問
答

一
件
記
』
の
内
容
は
、
前
掲
拙
稿
で
紹
介
し
た
通
り
、
不
退
円
説
の
勧
化
説
法
が
、
浄
土
宗
の
宗
義
宗
風
に
違
反
し
、

不
穏
当
で
あ
る
と
し
て
、
大
坂
天
満
門
中

・
黒
谷

・
百
万
辺
門
中
、
さ
ら
に
伏
見
門
中
が
、
本
山
知
恩
院
及
び
公
儀

へ
告
発
に
及
び
、
本

山
の
決
談
所
や
西
公
事
方

へ
不
退
円
説
が
召
寄
せ
ら
れ
、
糺
明
の
吟
味
を
受
け
た
際
の
問
答
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
を
は
じ
め
と
し
て
、

こ
れ
に
関
す
る
召
寄
状

・
受
書

・
書
翰
等
の
往
復
文
書
類
の
留
書
が
所
収
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事
件
の
顛
末
を
知
る
こ
よ
な
き
資
料
で
あ

る
。
今

こ
こ
に
各
冊
所
収
の
記
録

・
文
書
類
に
便
宜
上
標
題
を
与
え
順
次
掲
げ
て
お
こ
う
。

〈
上
冊
の
部
>

e

(宝
暦
三
年
)
十

一
月
六
日
よ
り
同
月
八
日
ま
で
本
山
決
談
所
に
出
頭
、
追
寺
処
分
を
申
渡
さ
る
こ
と

⇔

(宝
暦
三
年
)
十

一
月
八
日

法
伝
寺
惣
代

・
旦
那
惣
代
よ
り
本
山
宛

「奉
願
口
上
書
」

(控
)

『開
山
不
退
上
人
本
山
江
被
召
出
候
問
答
之

一
件
記
』
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て

五
四
五



　　　㈹㈹㈹

(宝
暦
三
年
)
十

一
月
八
日

本
山
役
者
宛

「
御
受
書
」

(控
)

(同
年
)
十

一
月
十
日

西
公
事
方
松
村
三
吾
よ
り
法
伝
寺

・
同
末
寺
召
寄
状

(写
)

(同
年
)
十

一
月
十

一
日

西
役
所
に
お
け
る
不
退
の
陳
述
覚
書

(同
年
)
本
山
六
役
中
決
談
所
に
お
け
る
四
十
三
箇
条
の
問
答
覚
書

(宝
暦
二
年
力
)
九
月
六
日
よ
り
八
日
ま
で
の
決
談
所
に
お
け
る
宗
義
問
答
記
録

本
山
六
役
中
よ
り
被
渡
候
下
書

(
写
)

本
山
帳
場
之
下
書
之
写

(
九
月
十
八
日
)
覚
書

九
月
十
五
日
法
伝
寺

・
同
末
寺
惣
代
、
惣
本
山
役
者
中

へ
口
上
書

(
控
)

十
月
十

一
日
本
山

へ
召
寄
せ
問
答
の
記
録

十
月
十
九
日
本
山

へ
召
寄
せ
問
答
の
記
録

十
月
十
九
日
伏
見
光
月
庵
差
出
口
上
書

(控
)

〈
中
冊
の
部
〉

　　　　　

(宝
暦
二
年
)
十
月
廿
日

不
退
本
山

へ
出
頭
の
記
録

(
同
年
)
十
月
二
十
二
日

本
山
宛

「
口
書
」

(
控
)

(
同
年
)
十
月
廿
六
日

鳥
羽
法
伝
寺
檀
中
よ
り
本
山

へ
願
書

(控
)

(
同
年
)
十
月
廿
六
日

鳥
羽
法
伝
寺
檀
中
よ
り
本
山

へ
口
上
書

(控
)

(
同
年
)
十
月
廿
七
日

本
山

へ
出
頭
の
記
録

(
同
年
)
十
月
廿
九
日

法
伝
寺
末
寺
惣
代
よ
り
本
山
御
帳
場

へ
御
朱
印
御
番
断
書

(控
)

五
四
六



　㈹㈹㈹㈹㈲
〈
下
冊
〉

　　
.1　　㈲

(同
年
)
十
月
晦
日
本
山
帳
場
よ
り
召
状

(写
)

(同
年
)
十
月
晦
日

法
伝
寺
よ
り
本
山
帳
場
宛
返
書

(控
)

(同
年
)
十
月
廿
九
日

法
伝
寺
よ
り
信
受
院
宛
書
翰

(控
)

(同
年
)
十
月
晦
日

法
伝
寺
信
受
院

へ
面
会

の
こ
と

(同
年
)
十

一
月
朔
日

法
伝
寺
信
受
院
と
本
山
集
会
堂
に
て
問
答
の
こ
と

(同
年
)
十

一
月
二
日

法
伝
寺
登
山
の
上
訴
人
と
対
決
御
願
の
こ
と

(同
年
)
十

一
月
三
日

法
伝
寺
登
山
御
断
の
こ
と

(同
年
)
十

一
月
四
日

法
伝
寺
登
山
御
尋
五
箇
条
両
吟
味
の
こ
と

(同
年
)
申
十

一
月
廿
六
日

本
山
役
者
中

へ
返
答
書

(同
年
)
十

一
月
廿
七
日

法
伝
寺
本
山
江
御
機
嫌
窺
の
た
め
に
登
山
の
こ
と

伏
見
御
寺
社
方
三
郎
左
衛
門
様
被
仰
渡
候
控

極
月
十
四
日
よ
り
法
伝
寺
登
山
の
こ
と

(宝
暦
三
年
)
十

一
月
廿
四
日

法
伝
寺
本
山
江
御
返
答
口
書
之
写

宝
暦
二
年
九
月
廿
七
日

伏
見
黒
谷
末
寺
汐
本
山
黒
谷

へ
被
願
候
訴
状

(
写
)

伏
見
福
蔵
院
江
之
示
文

(宝
暦
三
年
)
十

一
月
六
日

本
山
召
状
之
写

(同
年
)
十

一
月
八
日

法
伝
寺
旦
那
惣
代
よ
り
本
山
役
者
江
差
出
候
願
書
之
写

(同
年
)
十

一
月
八
日

法
伝
寺
旦
那
惣
代
よ
り
代
官
江
差
出
願
書

(写
)

『開
山
不
退
上
人
本
山
江
被
召
出
候
問
答
之

一
件
記
』
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
・て

五
四
七



五
四
八

㈹㈹㈹㈹

(
同
年
)
十

一
月
十
日

西
公
事
方
よ
り
法
伝
寺

・
同
末
寺
召
出
状

(写
)

(
同
年
)
十

一
月
十
日

法
伝
寺
末
寺
旦
那
よ
り
本
所
宛
西
役
所

へ
出
頭
の
こ
と
届
出

(
同
年
)
十

一
月
十

一
日

法
伝
寺
惣
代
よ
り
本
山
役
者
中
江
西
役
所

へ
法
伝
寺
并
末
寺
出
頭
の
こ
と
届
出

(
同
年
)
十

一
月
十
七
日

西
公
事
方
松
村
三
吾
よ
り
法
伝
寺
末
寺
江
御
召
状

(
写
)

(
同
年
)
十
二
月
十
七
日

西
公
事
方
松
村
三
吾
よ
り
法
伝
寺
末
寺
江
御
召
状

(
写
)

右
の
記
録
や
文
書
類
の
控

の
う
ち
、
こ
の
事
件
と
く
に
不
退
円
説
の
所
説
を
よ
く
物
語
る
史
料
は
、
本
山
の
決
断
所
や
西
公
事
方
に
お

い
て
吟
味
を
受
け
た
際
の
問
答
の
覚
書
や
返
答
書
の
類
で
、
上
冊
の
e
㈲
因
㊨
街
白
、
中
冊
の
㈹
㊨
歯
、
下
冊

の
O
な
ど
の
各
項
が
そ
れ

に
当
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
長
文
の
も
の
で
あ
る
。
吟
味
問
答
の
形
式
は
、
箇
条
書
の
質
問
形
式
を
と
り
、

こ
れ
に
対
し
て
不
退
円
説

が
返
答
す
る
と
云
う
風
に
書
き
留
め
て
い
る
。

『
問
答

一
件
記
』
の
上
冊

因

「本
山
六
役
中
決
談
所
に
お
け
る
四
十
三
箇
の
問
答
覚
書
」
の
前
書
き
に
、

左
ヶ
条
之
儀
者
六
役
中
決
談
所

二
而
彼
方
ニ
ケ
条
を
控

一
々
読
立

一
ツ
々
々
直

二
決
談
所

二
而
返
答
書
被
為
致
候
故
、

写
取
事
を
不

取
許
、
思
熟
仕
返
答
書
可
仕
旨
申
候
者
、
暫
も
思
案
致
候

二
者
不
及
直

二
返
答
可
致
と
被
申
渡
候
故
、
次
第
も
不
覚
候
得
共
、
心

二

覚
候
荒
増
を
書
記
し
申
候
事
、

と
書
き
添
え
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
以
下
の
箇
条
の
部
分
の
記
録
は
、
知
恩
院
六
役
の
主
宰
す
る
決
談
所
に
お
い
て
、
不
退
が
吟
味
を
う

け
た
際
の
質
問
事
項
と
応
答
内
容
を
、
の
ち
に

「
心
二
覚
候
荒
増
」
と
し
て
、
書
き
記
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
書
が
そ
の
ま
ま
不
退
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
前
述
し
た
と
お
り
表
紙

(
カ
)

の
左
側
に

「
発
起
宗
金
寺
口
口
住
、
元
誉
貞
蘭
匸

と
か
ろ
う
じ
て
判
読
で
き
、

そ
の
筆
跡
書
体
も
本
文
の
筆
跡
と
同
じ
で
あ
る
。

元
誉

貞
安
と
云
う
人
物
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
検
討
す
る
に
足
る
史
料
を
も
た
な
い
の
で
今
こ
こ
で
素
描
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
、
元

誉
貞
安
は
不
退
の
門
下
に
連
な
る
僧
で
大
坂
宗
金
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
不
退
の
書
留
め
た

一
件
記
録
を
の
ち
に
元
誉
貞
安



が
浄
書
し
た
写
本
で
あ
る
か
、
ま
た
は
不
退
円
説
の
口
述
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
、

い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
が
想
像
で
き
、
少
な
く

と
も
本
書
の
筆
者
が
不
退
で
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
こ
の
問
答
は
右
の
添
え
書
き
に

「心
に
覚
候
荒
増
を
書
記
」

す
と
述
べ
て
い
る
通
り
、

明
ら
か
に
不
退
の

記
憶

の
概
略
を

書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
従

っ
て
、
本
書
に
所
収
さ
れ
る
記
録
や
文
書
類

の
内
容

が
事
実
に
即
し
た
も
の
で

あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
検
討
吟
味
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

、四

本
書
の
史
料
性

『問
答

一
件
記
』
の
史
料
性
を
検
討
吟
味
す
る
に
あ
た

っ
て
、
幸

い
に
も
知
恩
院
に
襲
蔵
す
る

『
知
恩
院
日
鑑
』

『
同
書
翰
』

『
同
来

翰
』
の
宝
暦
元
年
よ
レ
同
三
年
に
至
る
各
冊
に
、
こ
の

一
件
に
関
す
る
記
録
が
刻
明
に
筆
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
本
山
側
の
記

録
と

『
一
件
記
』
所
収
の
諸
記
録
の
記
事
と
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ほ
ぼ
本
書

の
も
つ
史
料
性
を
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

例
え
ば
、

『
問
答

一
件
記
』
下
冊
に

「
宝
暦
三
酉
十

一
月
六
日
召
状
之
写
」
が
控
え
て
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

法
伝
寺

触

誉

末
寺

恵
光
院

本
光
寺

一
念
寺

西
蓮
寺

外
に
末
寺三

ケ
寺

『開
山
不
退
上
人
本
山
江
被
召
出
候
問
答
之

一
件
記
』
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て

五
四
九



五
五
〇

法
伝
寺
旦
那

惣
代
三
人

右
明
七
日
四
時
登
山
可
有
之
候

已
上

十

一
月
六
日

惣
本
山

役

者

下
鳥
羽
法
伝
寺

こ
れ
に
対
し
て
、

『
知
恩
院
日
鑑
』
宝
暦
三
年
の
冊
十

一
月
六
日
の
条
に
、

一

下
鳥
羽
法
伝
寺
井
末
寺
六
ケ
寺
旦
那
惣
代
三
人
明
七
日
四
時
登
山
之
旨
召
状
遣
之

一

法
伝
寺
♂
御
請
、
明
七
日
末
寺
旦
那
惣
代
召
連
登
山
可
仕
旨
奉
畏
候
、
以
上
、

と
あ
っ
て
、

『
問
答

一
件
記
』
所
収
の
知
恩
院
の
召
状

は
、
事
実
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
え

て
、

『問
答

一
件
記
』
上
冊

の
冒
頭
に
、

一

十

一
月
六
日
法
伝
寺
触
誉

・
末
寺
恵
光
院

.

本
光
寺

・
一
念
寺

・
西
蓮
寺

・
外

二
末
寺
三
ケ
寺

旦
那
惣
代
三
人
、
右
明
七
日
四
ツ
登
山
可
有
之
旨
、

御
召
成

二
付
則
登
山
御
役
所

二
而
六
役
中

・
山
役

中

・
帳
場
中
列
席
被
仰
渡
候
趣
左
之
通
。

と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
記
事
は
、
先
述
の

『
問
答

一

件
記
』下
冊
の
「
宝
暦
三
酉
十

一
月
六
日
召
状
之
写
」、
ま

た
は
、

『
知
恩
院
日
鑑
』
宝
暦
三
年
の
冊
十

一
月
六
日



の
記
事
と
が
見
事
符
合
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
右
の
記
事
に
つ
づ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
き
留
め
て
い
る
。

触
誉
儀
近
年
諸
所

二
而
説
法
仕
勧

メ
方
宗
儀
宗
風

二
相
背
キ
諸
向
江
差
障
、
依
之
去
々
年
大
坂

・
黒
谷

・
百
万
辺
門
中
汐
御
公
遍
江

相
願
可
被
申
旨
大
坂
末
寺
ず
相
訟
出
候
付
、
召
出
し
吟
味
之
上
触
誉
井
末
寺

二
急
度
申
渡
候
処
、
其
儀
を
不
相
守
説
法
仕

二
付
騒
動

-

二
及
ひ
、
伏
見
末
寺
ず
訟
出
、
其
上
国
法
御
条
目
二
相
背
キ
不
届
之
至

二
候
、
依
之
追
寺
申
付
候
、
然
上
者
説
法

ハ
勿
論
講
釈
ケ
間

敷
儀
迄
も
令
停
止
候

取
意

一

末
寺
共
触
誉
江
異
見
を
も
可
加
之
処
無
其
儀
却
而
御
鑿
義
を
相
拒

ミ
不
届
之
至
、
急
度
可
被
仰
付
之
処
、
御
憐
愍
を
以
、
恵
光

院

・
本
光
寺

・
一
念
寺

・
西
蓮
寺
閉
門
被
仰
付
候

取
意

右
申
渡
書
御
渡
被
成
候
処
、
触
誉
末
寺
四
ケ
寺
と
も
承
知
不
仕
候
二
付
、
書
付
即
座
二
御
取
戻
シ

一

末
寺
三
ケ
寺
旦
那
惣
代
三
人
江
申
渡
候
、

御
朱
印
井
諸
什
物
相
預

ケ
候
間
、
触
誉
よ
り
請
取
可
申
旨
被
仰
付
候
処
、
旦
那
惣
代
小
笹
与
三
五
郎

・
同
次
郎
左

工
門

・
同
又
三
郎

御
断
被
申
上
候
者
、
是
迄
住
持
入
替
之
節
五
日
三
日
之
間
者
、
末
寺
旦
那
立
合
御
守
御
番
可
相
勤
旨
被
仰

付
候
儀
者
、
前
々
汐
御
番

勤
来
候
得
共
、
此
度
御
朱
印
御
預
ヶ
被
成
候
儀
者
、
御
地
頭
江
相
伺
ひ
不
申
候
間
者
得
御
返
答
不
仕
候

取
意

と
あ
り
、
本
山
が
不
退
を
始
め
末
寺
と
そ
の
旦
那
ど
も
に
対
し
て
申
し
渡
し
た
事
項
を
、
不
退
側
が
、

「取
意
」
と
し
て
書
き
留
め
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の

「
取
意
」
の
記
録
に
対
し
て
、

『
知
恩
院
日
鑑
』
宝
暦
三
年
十

一
月
七
日
の
記
事
と
対
照
し
て
み
る
な
ら
ば
、

一

(
前
略
)
月
番

口
開
法
伝
寺
触
誉
説
法
勧
化
致
方
不
穏
候

二
付
、
去
ル
未
六
月
大
坂
天
満
門
中
訴

二
付
、
吟
味
之
上
誤
り
之

一

札
本
末
連
印
指
出
置
候
処
、
又
々
伏
見
門
中
注
進
去
年
以
来
乞
吟
味
候
、
所
詮
未
六
月
申
渡
し
置
候
趣
不
相
守
、
寺
法
者
勿
論
御
条

目
相
背
候
、
依
之
被
仰
渡
趣
有
之
候
間
承
知
可
仕
候
、
且
又
末
寺
之
面
々
右
去
年
六
月
誤
之
連
印
被
置
候

処
、
触
誉
江
不
加
異
見
到

吟
味
之
席
、
触
誉
同
様
相
拒
先
達
而
申
渡
候
惣
本
山
之
下
知
を
不
守
、
依
之
申
事
書
翰

二
写
置

一

(中
略
)

「
開

山
不
退
上
人
本
山
江
被
召
出
候
問
答
之

一
件
記
』

の
史
料
的
性
格
に

つ
い
て

五
五

一



五
五
二

一

法
伝
寺
触
誉
井
末
寺
旦
那
江
由

渡
書
読
聞
セ
候
上
、
尚
又

一

触
誉
者

一
先
法
伝
寺
江
参
、
末
寺
旦
中
江
御
朱
印
相
渡
後
、
速

二
退
キ
可
申
候

一

法
伝
寺
寺
領
御
朱
印
諸
什
物
等
者
、
末
寺
旦
中
立
合
相
改
無
住
中
別
而
大
切

二
相
守
、
火
之
用
心
可
念

入
事

一

閉
門
之
面
々
非
常
之
節
者
残
末
寺
付
添
立
退
き
可
申
候

一

御
朱
印
井
什
物
諸
文
受
取
末
寺
旦
中
相
守
候
由
、
早
速
可
相
届
候

一
、
右
之
通
申
渡
候
所
及
難
渋
候
也
、

と
記
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
記
事
は
、
ほ
ぼ

一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な

『
知
恩
院
日
鑑
』
と

『問
答

一
件
記
』
と
の
所
載
記
事
の
比
較
対
照
を
も
う
少
し
つ
づ
け
て
み
る

こ
と
に
す
る
。

『
知
恩
院
日
鑑
』
宝
暦
三
年
十

一
月
八
日
の
条
に
、

一

法
伝
寺
旦
那
大
沢
九
兵
衛

・
同
庄
兵
衛
願
書
指
出
候
趣

ハ
、
法
伝
寺
之
借
銀
井
建
立
寺
之
儀
触
誉
住
職
無
之
而
者
、
相
談
難
成
候

二
付
不
承
知
と
申
上
候
、
何
卒
昨
今
迄
之
通
住
職
被
仰
付
罷
下
候
様

二
奉
願
候
旨
也
、
依
而
先
此
願

ハ
指
控
候
様
申
渡
、
願
書
返
ス

と
書
き
留
め
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
右
に
云
う

「願
書
」
と
は
、
こ
れ
に
つ
い
て

『問
答

一
件
記
』
上
冊
所
収
の

「同
八
日
本
山
差
出
候

願
書
之
写
」
が
あ
る
。

こ
れ
を
あ
げ
て
前
掲
の
記
事
と
対
照
し
て
み
る
な
ら
ば

乍
恐
奉
願

口
上
書

去
ル
七
日
法
伝
寺
被
為
召
出
追
院
被
為
仰
付
候
儀
、
旦
那
共
不
承
知
申
上
候
儀
者

達
御
聞
候
通
貧
寺
殊

二
建
立
寺

二
不
相
応
之
高

借
銀
御
座
候
而
相
続
難
成
候
処
、
触
誉
建
立
之
志
深
く
御
座
候
故
、
漸
々
二
相
続
伝
り
相
勤
居
被
申
候
処
、
追
院
被
仰
付
而

ハ
建
立

ハ
不
及
申
上
当
寺
相
立
難
申
候
、
殊

二
右
借
銀
暫
時
も
小
旦
那
江
引
受
仕
方
無
御
座
候
間
、
此
上
何
卒
是
迄
之
通
、
触
誉
住
職
被
致

候
様
御
免
之
儀
、
偏

二
奉
願
候
已
上

下
鳥
羽
法
伝
寺
旦
那



酉
十

一
月
八
日

惣
代

大
沢
九
郎
右
工
門

大
沢

庄

兵

衛

御
本
山御

役
者
中
様

と
控
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
比
較
対
照
に
お
い
て
み
ら
れ
る
通
り
、
旦
那
惣
代
の
名
前
が
少
し
違

っ
て
い
る
だ
け
で
、
文
章

の
内

容
は
全
く

一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

そ
の
上
こ
の
記
事
中
の
借
銀
問
題
に
つ
い
て
は
、

『
問
答

一
件
記
』

の
上
冊
所
収
の

「本
山
六
役
中
決
談
所
に
お
け
る
四
十
三
箇
条
の
問
答
覚
書
」
の
中
に
も
見
ら
れ
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
、
其
許
寺
住
職
も
七
年

二
成
候
か
、
建
立
者
何
を
被
致
候
哉

即
答
御
存
之
通
法
伝
寺
者
大
借
銀
之
寺
故
、
古
借
を
相
済
申
候
、
其
上
普
請
斧
初

ハ
致
候
と
申
候

ヘ
ハ
、
役
者
中
不
興

二
相
見

へ

候
故
、
返
答
書

二
者

建
立

二
者
未
取
掛
り
不
申
候
と
致
し
候

と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
共
通
し
て
、
当
時
法
伝
寺
に
は
借
銀
が
あ
り
、
か
つ
不
退
円
説
は
寺

の
新
建
立
を
志
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
、
旦
中
惣
代
も
こ
の
こ
と
を
理
由
に
不
退
円
説
の
追
寺
処
分
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
い
ず

れ
の
史
料
に
も
う
か
が
え

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に

『
問
答

一
件
記
』
と

『知
恩
院
日
鑑
』
と
を
比
較
対
照
し
な
が
ら
検
討
し
た
通
り
、
往
復
文
書
類
に
お
い
て
は
、
殆
ん

ど

一
致
す
る
点
が
見
ら
れ
、
そ
の
史
料
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
が
十
分
主
張
出
来
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
山
決
談
所
や
公
事
方
に
お

け
る
不
退
円
説
と
の
間
で
行
わ
れ
た
問
答
覚
書
に
見
ら
れ
る
具
体
的
な
論
争

に
つ
い
て
は
、
知
恩
院
側
史
料

と
厳
密

に
比
較
検
討
す
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
前
述
の
法
伝
寺
借
銀
問
題
や
新
建
立
問
題
に
お
い
て
み
ら
れ
る
通
り
、
断
片
的
に
知
恩
院
側
記
録
と

一
致
す
る

点
が
か
な
り
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、

『
問
答

一
件
記
』
の
記
録
は
、
案
外
事
件
内
容
を
正
確
に
記
録
し
伝
え
た
も
の
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

『
開
山

不
退
上
人
本
山
江
被

召
出
候
問
答
之

一
件
記
』
の
史
料
的
性
格

に
つ
い
て

五
五
三



五
五
四

五

む
す
び
に
か
え
て

不
退
円
説
の
事
蹟
が
公
に
さ
れ
る
の
は
、

彼
の
没
後
約

一
世
紀
を
経
た
慶
応
三
年
十
二
月
道
契
に
よ

っ
て

編
ま
れ
た

『
続
日
本
高
僧

伝
』
に
お
い
て
で
あ
る
。

こ
れ
が
実
際
に
上
梓
公
刊
さ
れ
る
の
は
、
大
内
青
巒
の
主
宰
す
る

『
明
教
新
誌
』
に
明
治
十
七
年
十
月
に
そ
の

上
半
が
青
巒
の
校
訂
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
る
に
至
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
半
の
刊
行
の
み
で
あ

っ
て
、

「
不
退
円
説
伝
」
を
所
収

す
る
第
十
巻
は
、
後
半
の
部
分
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
に
は
上
梓
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
明
治
三
十
七
年
の
春
を
待
た
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
道
契
が
二
十
年
の
歳
月
を
費
し
て
撰
し
た

『
続
日
本
高
僧
伝
」
の
擱
筆
と
応
呼
す
る
よ
う
に
大

坂
北
野
宗
金
寺
の
僧
説
誉
隆
音
が
、
明
治
四
年
九
月
に
法
伝
寺
住
職
に
対
し
て
、

「感
王
政

一
新
之
時
勢
、
此
三
冊
奉
納
竟
」
と
記
し
て
、

『
問
答

一
件
記
』
を
献
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う

「感
王
政

一
新
之
時
勢
」
と
は
、

一
体
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

云
う
ま
で
も
な
く
、
近
世
の
宗
教
法
制
は
、
幕
藩
体
制
の
擁
護
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
元
和
条
目
や
寛
文

の
諸
宗
法
度

に
み
ら
れ
る
通
り
、
と
く
に
異
義

・
異
安
心
の
類
は
、
厳
し
い
統
制
の
下
に
お
か
れ
た
。

こ
れ
に
違
反
す
る
こ
と
は
、
由
々
し
い
事
態
を

覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
制
度
下
に
あ

っ
て
、
不
退
円
説
の
提
唱
は
、
ひ
と
り
浄
土
宗
京
坂
門
中
と
云
う
持
定
の
教
団
社

会
内
部
の
教
学
論
争
に
終
始
し
た
事
件
に
止
ま
ら
ず
、
多
数
の
在
家
諸
民
を
捲
き
こ
ん
だ
信
仰
問
題
、
あ
る
い
は
慣
行
的
社
会
習
俗
を
拒

み
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
云
う
問
題
で
あ

っ
た
た
め
に
、
社
会
的
問
題
と
し
て
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
近
世
の
安
心
問
題
の

論
争
は
、
往
々
に
し
て
教
団
内
部
に
限
ら
れ
た
教
学
論
争
に
終
始
す
る
も
の
で
あ

っ
た
た
め
に
、

一
般
社
会
や
民
衆
と
の
係
わ
り
は
極
め

て
少
な
か

っ
た
が
、
不
退
円
説
の
場
合
は
、
京
坂
門
中
と
云
う
惣
本
山
の
膝
下
に
お
い
て
、

一
般
民
衆
や
社
会
と
深
い
か
か
わ
り
を
も

っ

て
い
た
と
こ
ろ
に
こ
の
事
件
の
持
色
が
あ
る
。

こ
う
し
た
意
味
で
、
こ
の
事
件
は
近
世
浄
土
宗
で
稀
に
み
る
異
義

・
異
安
心
事
件
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
こ
の
事
件
の
顛
末
を
記
し
た

『問
答

一
件
記
』
が
不
退
円
説
と
因
縁
深
い
宗
金
寺
に
秘
め
ら
れ
所
伝
さ
れ
て
来
た
も
の
と
思
う
。
そ
う
し
て
こ
の
秘
め
ら
れ
た

一
書
が
、



明
治
の
王
政
復
古
と
云
う
時
期
に
も
は
や
幕
府
や
本
山
に
は
ば
か
る
こ
と
な
く
、
不
退
円
説
の
所
住
し
た
法
伝
寺
の
も
と
に
戻
さ
れ
る
に

至

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
さ
ら
に
付
言
す
る
な
ら
ば
、
明
治
政
府
の
神
仏
判
然
令
に
発
端
す
る
排
仏
運
動
の
高
ま
り
の
中
で
、
正
法
宣
揚

の

一
石
と
し
て
こ
の
不
退
円
説
の
行
蹟
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
危
機
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
の
が
説
誉
隆
音
の
意
図
で
あ

っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『開
山
不
退
上
人
本
山
江
被
召
出
候
問
答
之

一
件
記
』
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て

五
五
五




